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令和３年第１回安堵町議会定例会会議録 

（１日目） 

 

令和３年３月２日（火）開会 

午前１０時 

 

１ 応招議員 ８名 

１ 番 松田  勝  ２ 番 増井 敬史 

３ 番 三浦  博  ４ 番 山岡  敏 

５ 番 福井 保夫  ６ 番 欠  員 

７ 番 淺野  勉  ８ 番 森田  瞳 

９ 番 大星 成司    

 

２ 出席議員 ８名 

 

３ 欠席議員 なし 

 

４ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者の職氏名 

町 長 西本 安博  副 町 長 堀口 善友 

教 育 長 辰己 秀雄    

総 務 部 長 吉村 良昭  民 生 部 長 辻井 弘至 

事 業 部 長 堀川 雅央  教 育 次 長 吉田 一弘 

総 合 政 策 課 長 富井 文枝  総 務 課 長 吉田 裕一 

住 民 課 長 増田 篤人  健 康 福 祉 課 長 井上 育久 

人権同和対策課長 西邊 勝之  建 設 課 長 池田 佳永 

上 下 水 道 課 長 廣瀬 好郁  生 涯 学 習 課 長 西田 淳二 

 

５ 職務のため出席した者の職氏名 

議 会 事 務 局 長 富士 青美  議会事務局係長 𠮷川 明宏 
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６ 会議事件は次のとおりである。 

 日 程 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期の決定 

 第 ３ 諸般の報告 

 第 ４ 行政報告 

 第 ５ 文教厚生常任委員長報告 

 第 ６ 報告第 １号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安堵町一般会計補

正予算（補正第８号）について） 

 第 ７ 議案第 １号 安堵町公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 

 第 ８ 議案第 ２号 安堵町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることに

ついて 

 第 ９ 議案第 ３号 安堵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 第１０ 議案第 ４号 安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止する条例について 

 第１１ 議案第 ５号 安堵町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 第１２ 議案第 ６号 安堵町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条

例の一部を改正する条例について 

 第１３ 議案第 ７号 安堵町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について 

 第１４ 議案第 ８号 安堵町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 第１５ 議案第 ９号 安堵町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

 第１６ 議案第１０号 令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）について 

 第１７ 議案第１１号 令和２年度安堵町国民健康保険特別会計補正予算（補正第２号）につ

いて 

 第１８ 議案第１２号 令和２年度安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（補正第

２号）について 

 第１９ 議案第１３号 令和２年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第

４号）について 

 第２０ 議案第１４号 令和２年度安堵町後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２号）につ

いて 
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 第２１ 議案第１５号 奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良

県市町村総合事務組合規約の変更について 

 第２２ 議案第１６号 令和３年度安堵町一般会計予算について 

 第２３ 議案第１７号 令和３年度安堵町国民健康保険特別会計予算について 

 第２４ 議案第１８号 令和３年度安堵町下水道事業特別会計予算について 

 第２５ 議案第１９号 令和３年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算について 

 第２６ 議案第２０号 令和３年度安堵町後期高齢者医療特別会計予算について 

 第２７ 議案第２１号 令和３年度安堵町水道事業会計予算について 

 第２８ 報告第 ２号 令和３年度安堵町土地開発公社予算の報告について 
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開 会 

午前１０時００分 

 

 

 

議長（福井保夫） おはようございます。 

  ただいまから、令和３年第１回安堵町議会定例会を開会します。 

  出席議員は８名です。 

  定足数に達していますので、会議は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

  西本町長より御挨拶があります。 

 

町長（西本安博） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。西本町長。 

 

（西本町長 登壇） 

 

町長（西本安博） おはようございます。 

 

（「おはようございます」という声あり） 

 

町長（西本安博） 安堵町内も梅の花が満開で、春の気配が漂ってきた今日この頃でございます。東

大寺の修二会、いわゆるお水取りが終われば大和路にも本格的な春が訪れてまいります。本年

は、昨年度コロナウイルス感染症拡大防止のため延期になりました東京２０２０オリンピック・

パラリンピックが開催される年であり、奈良県におきましても４月１１日から１２日にかけて

聖火リレーが実施されます。コロナ禍の中でありますが、東京オリンピック・パラリンピック

で人々を感動させる名場面が数多く生まれ、世界中が元気になることを期待するところでござ

います。 

  そのような折ではございますが、令和３年第１回定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆さまにおかれましては、公私ともにお忙しい中、御出席を賜りありがとうございます。 

  それでは、本日提案させていただきます案件でございますが、報告案件が１件、人事案件が
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２件、条例の一部改正案件が７件、令和２年度補正予算と令和３年度当初予算案件と合わせて、

合計２３件でございます。 

  まずは、令和３年度当初予算の概略を申し述べさせていただきます。当町においては、令和

３年度を計画最終年度とする、第４次安堵町総合計画の実現や、まち・ひと・しごと創生総合

戦略のそれぞれの趣旨を踏まえ、持続可能な財政運営に努め、予算編成を行ったところでござ

います。 

  令和３年度安堵町一般会計予算の総額は３７億２，０００万円で、前年度に比べ０．５％の

増加となっております。歳入はコロナ禍により国内経済に大きなダメージを受けていることを

踏まえ、町民税においてはリーマンショック時と同程度の減少見込みとしております。臨時財

政対策債の増等により、財源確保に努めてきたところでもございます。 

  令和４年から１０年間の行政運営の大きな指針となる、次期、いわゆる第５次総合計画、総

合戦略を策定し、緊急的なワクチン接種の安全で迅速な実施と、新たな生活を支援するため、

引き続き新型コロナウイルス感染症対応事業を行います。 

  環境面では山辺・県北西部ごみ広域化の推進、そしてごみ有料化の推進、計画的な道路の整

備等でございます。 

  教育面では、ＣＯ２削減のための計画的な小・中学校体育館・武道場等施設のＬＥＤ化を推進

し、ＧＩＧＡスクール構想と、さらなる教育体制の充実、学校給食の公的会計化の準備に取り

組みを進めてまいります。 

  子育て支援では、午後７時までの学童保育の延長及び病児保育体制を整える予算を計上いた

しました。 

  特別会計では、令和５年からの下水道事業の公営企業法的化の準備経費、介護保険事業では、

第８期介護保険計画を反映した予算を計上したところでございます。加えて日常生活に必要な

経費を予算計上いたしました。また、国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計、介護保険

特別会計（保険事業勘定）、最後に後期高齢者医療特別会計、それぞれの特別会計に予算を計

上したところでございます。 

  御存知のように、特別会計は独立採算制を基本としており、受益者負担の適正化を図り、収

支の均衡を図るよう努めてまいりたいと存じております。 

  以上、簡単に説明をさせていただきましたが、詳細はその都度、担当課長より説明をさせま

すので、御審議、御承認、御可決を賜りますようお願い申し上げ、開会に当たりましての御挨

拶とさせていただきます。 

  以上でございます。 

 

議長（福井保夫） 本日の議事は、お手元に配付しております議事日程に従い進めてまいります。 



6 

 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、安堵町議会会議規則第１２０条の規定により、９番 大星成

司議員、１番 松田勝議員を指名します。 

  よろしくお願いします。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第２「会期の決定」を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から１５日までの１４日間にしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 異議なしと認めます。 

  本定例会の会期は本日から１５日までの１４日間とすることに決定しました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

  ２件あります。 

  一つ目に、議員表彰について。 

  この度、山岡敏議員が全国町村議会議長会会長表彰の受賞者に決定されましたので報告いた

します。おめでとうございます。 

 

（拍手） 

 

議長（福井保夫） なお、伝達は、今月１１日に開催の奈良県町村議会議長会定期総会にて行われま

す。 

  二つ目に、定期監査の結果報告について。 

  １月２１日、及び２２日に実施された令和２年度定期監査の結果について、町長と議長宛て

に報告書の提出がありました。その内容について監査委員から本会議にて報告していただきま

す。 
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８番（森田 瞳） 議長。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

（森田議員 登壇） 

 

８番（森田 瞳） それでは、報告を申し上げます。地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９

９条第４項の規定に基づき、令和２年度の定期監査を実施したので、同条第９項の規定により、

令和３年２月１０日付で報告書を提出いたしました。その内容について報告をいたします。 

  なお、徳久亮太郎代表監査委員との合議でありますことを申し上げておきます。 

 Ⅰ．監査の概要でございます。 

 １．監査の実施期間 

  令和３年１月２１日及び２２日 

 ２．監査の実施者 

  代表監査委員 徳久亮太郎、議員選出監査委員 森田瞳 

 ３．監査の対象でございますけども、対象部署、全部署を対象といたしました。 

  聴取指名課、住民課、健康福祉課、教育総務課でございます。 

  その他聴取課は、総務課、人権同和対策課、建設課でございます。 

  実施の施設におきましては、安堵こども園、そして総合センターひびきでございました。 

 ４．監査の目的、着眼点及び監査手続き 

  令和２年度における安堵町財務に関する事務の執行と経営に係る事業の管理について、その

適否を確かめるため、正確性、合規性、経済性、有効性、効率性の各視点から監査を行いまし

た。 

  この監査を行うにあたり、各課から提出された定期監査資料に基づき、一般監査手続きのほ

か、３．に掲げる監査対象課等の関係職員に対して事業執行にかかる質問を行い、説明を求め

て確認するとともに、施設・財産の管理を確かめるなどの各監査手続きを実施いたしました。 

 Ⅱ．監査の結果 

  財務に関する事務の執行について、関係書類及び諸帳簿等を精査した結果、概ね適正に執行

されているものと認められました。 

 全般的共通事項といたしまして 

 １．各種団体に対する補助金について、申請日と交付日が同日であるものが散見され、十分審査さ

れているのか疑問が残ります。実績報告書を確認のうえ、妥当な金額を交付されたい。 

 ２．工事、その他業務委託に係る随意契約について、発注事業者に偏りが見られる。過去の経緯、

実績を主たる理由として、また「ついでに」と安易に業者を決定するのではなく、安堵町の利益を第

一義にして公平に決定するよう十分留意されたい。 

 ３．安堵町社会福祉協議会に対して委託している事業が多く、それにかかる委託料総額が多額であ
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る。地域包括支援センター業務の委託が最も大きい負担であるが、財政健全化の観点から、町で遂

行可能なものは町の関係課で分掌して行うべきであると考える。 

 ４．様式７「改善事項」の様式について、前年度、監査委員から受けた指摘事項に対する取組、改善

事項等が不記載のものがある。措置状況を確認したいため、必ず当該様式に記載して報告されたい。 

 ５．提出資料の中で、単位誤り、カンマ「，」が無い金額がある。適正に記載するように留意されたい。 

 各課及び施設に関する事項 

 １．総務課 

  昨年度の定期監査における指摘事項でもあった清掃業務委託について、現在、令和３年度以

降（３年契約）の委託契約金額を現行の概ね半額となるように、日数・時間、内容等を精査し、

執務スペースは職員で対応すること、施設ごとではなく役場庁舎及び全施設を一件として入札

することなどを検討している姿勢が示された。契約金額の抑制を図る積極的な努力であると評

価いたしました。 

 ２．住民課 

 （１）昨年度の定期監査において見直しを促した、不法投棄等を見回る町内パトロール委託は、

令和元年度末日をもって終了した。財政負担を軽減する努力の成果であると見られる。 

 （２）水洗化率向上を促進することによる「下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理等の合理化

に関する特別措置法（昭和５０年法律第３１号）」に基づくし尿処理委託事業者に対する措置

については、今後も適切に対処されたい。 

 （３）一般ごみの減量化につながるごみ袋の有料化について、住民に対する周知期間を十分確保

し、早期実現に向けて積極的に取り組まれたい。 

 ３．健康福祉課 

 （１）高齢者の健康増進を目的として取り組んでいる「いきいき百歳体操」は、実施頻度及び参加者

に、大字、自治会等によって温度差がある。今後も参加者の増加に向けて当該事業の積極的な普及

活動により底辺を広げる方策等を構築されたい。 

 （２）包括支援センター委託料について、当該センターが機能している内容と費用の妥当性を精査

する必要性があると思われる。 

 ４．教育総務課 

  タブレット端末を自宅に持ち帰って学習することは、災害発生時や、現在蔓延しているコロナ禍等

により休校になった場合、学習支援において非常に有効と考える。自宅におけるインターネット環境

整備、故障・紛失の対応、指導等、諸課題があるが、早期に解決策を見出して実施するように努めら

れたい。 

 ５．安堵こども園 

  園内設備及び園の内外装を確認した。今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大を防止し、職員

及び園児の健康を守るために、各保育室では机の上にアクリル板を設置。換気、マスク着用の呼び

かけ等、加えて内外装の除菌消毒を徹底し、適切な対策を講じられていた。 

 ６．総合センターひびき 

  当該施設の運営・維持状況について、１階は災害時の避難場所、２階の全フロアは学童保育教室

として活用していることを確認いたしました。 
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  以上でございます。 

 

議長（福井保夫） これで諸般の報告を終わります。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第４「行政報告」を行います。 

 

町長（西本安博） はい。 

 

議長（福井保夫） はい。西本町長。 

 

（西本町長 登壇） 

 

町長（西本安博） それでは、行政報告を行わせていただきます。 

  我が国はもちろんのこと、昨年から新型コロナウイルス感染拡大は、とどまることを知らず、

世界的にも厳しい状況が続いています。本町におきましては、様々な感染症対策に関する諸事

業を行ってまいりました。年度末の議会でもございますので、少し総括的な報告をさせていた

だきたいと思います。 

  国の特別定額給付金による、一人１０万円の給付に始まり、子育て世帯や、ひとり親世帯へ

の臨時給付金の給付、７０歳以上の高齢者の方へのマスク、ウェットティッシュの配布、消毒

用アルコール、非接触体温計の配備、１世帯２万円の地域振興券の発行事業等、諸事業を行っ

てきたところでもございます。加えて生駒郡４町の合同のＰＣＲ検査を行うための、地域外来

検査センターの設置も行ってきたところであり、関連として６５歳以上の方に対するインフル

エンザ予防接種を無料で行いました。 

  現在は、新型コロナウイルスワクチンの接種事業に向け鋭意準備を進めております。医療関

係者から接種が始まり、６５歳以上の高齢者の方、さらに基礎疾患がある方、と続きますが３

月末には６５歳以上の高齢者の方への接種券が発送できるよう準備を行っているところでござ

います。 

  また、今回の補正予算の中で専決処分をいたしました、ひとり親世帯への第２弾の臨時特別

給付事業、役場庁舎のトイレ自動洗浄、人感センサーの配置、Ｗｅｂ会議用のパソコン導入を

今年度中に完了を予定としております。 

  その他、昨年から準備作業中でありましたマイナンバーカードを利用した住民票の写しと印
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鑑登録証明書のコンビニ交付が令和３年２月１日より可能となりましたので報告をいたします。

ちなみに２月の利用件数は、住民票の写し５件、印鑑登録証明１件でございます。 

  次に、諸行事でございますが、昨年は町立学校の臨時休業や、町公共施設の休館にはじまり、

盆踊りや、産業フェスティバル等の大型イベント中止を決定し、御不便をおかけしているとこ

ろでございます。その中で、小学校の修学旅行は、日程、行き先を変更して１１月に無事に実

施をいたしました。直近の諸行事につきましては、消防団による歳末夜間警戒及び成人式は感

染対策を講じた上で予定どおり実施をいたしております。しかし、毎年恒例でありました１月

の安堵町消防出初式は新型コロナウイルス感染症の第３波の影響を考え、中止とさせていただ

いたところでございます。加えて町民体育祭は４月の開催を見送り、秋頃へ延期することとい

たしております。今後は、新型コロナウイルスとワクチン接種の状況を鑑みながら諸行事の実

施を判断していきたいと考えております。以上でございます 

  教育関係につきましてはこの後、教育長から報告をさせていただきます。 

  以上でございます。 

 

教育長（辰己秀雄） （挙手） 

 

議長（福井保夫） はい。辰己教育長。 

 

（辰己教育長 登壇） 

 

教育長（辰己秀雄） 町長の報告に続きまして教育委員会関係の行政報告をさせていただきます。 

  まず、１２月議会以降の、新型コロナウイルス感染症の影響により中止とさせていただきま

した教育委員会関係の諸行事の報告でございます。 

  １月に予定をしておりました町マラソン大会、初釜茶会は感染症拡大防止の観点から中止と

させていただきました。歴史民俗資料館で毎年３月下旬から５月にかけて開催しておりました

特別展については昨年と同様に開催を見送る予定をしております。 

  次に、新型コロナウイルス感染症拡大防止に関連する臨時交付金を活用した諸事業について

の御報告でございます。安堵小学校におけるトイレの大規模改修工事は２月で完了し、既に供

用を開始させていただいております。町立学校ＩＣＴ環境の整備につきましては、２月に校内

ＬＡＮ整備が完了し、ハード面と設備がほぼ整い、ＩＣＴ支援員を配置し、教職員のスキルア

ップと共に、学習への活用を図っております。また、町図書室のＷｅｂシステムの整備も２月

に完了をいたしました。 

  最後に、安堵中学校の修学旅行についての報告でございますが、昨年８月の段階で、やむな
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く一旦中止を決定しておりましたが、この３月１２日に代替行事として和歌山県白浜方面へ日

帰りの校外学習の実施を予定しておりますことを御報告させていただきます。 

  以上、教育委員会関係の報告とさせていただきます。 

 

議長（福井保夫） これで行政報告は終わりました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第５「文教厚生常任委員長報告」を議題とします。 

  閉会中の常任委員会の内容について委員長の報告を求めます。 

 

文教厚生常任委員長（淺野 勉） 議長。 

 

議長（福井保夫） はい。淺野文教厚生常任委員長。 

 

（淺野文教厚生常任委員長 登壇） 

 

文教厚生常任委員長（淺野 勉） 文教厚生常任委員会報告。 

  文教厚生常任委員会は、安堵町介護保険料の推移の確認のため、当常任委員会を開催した。

下記のとおり安堵町議会会議規則第７１条の規定により報告します。 

    記。１．案件、（１）介護保険料について。 

２．開催日時、令和３年２月１２日、金曜日、午前１０時から。 

３．出席者、（１）委員 出席委員８名、三浦副委員長、松田委員、増井委員、山岡委員、

福井委員、森田委員、大星委員と、委員長の淺野です。（２）説明員、辻井民生部長、井上健

康福祉課長。（３）議会事務局から、富士議会事務局長、𠮷川係長。 

４．報告内容、（１）介護保険料について。 

  民生部長から安堵町介護保険運営委員会の開催経緯及び議事の要旨について報告がありま

した。第１回目 令和２年１１月４日水曜日、案件 委員１４名の委嘱及び役員選出。会長は

帝塚山大学教授石田慎二氏、副会長は安堵町民生児童委員協議会代表山﨑眞季氏に決定。 

  議事 安堵町高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業計画策定。 

  第２回目 令和２年１２月２５日金曜日、議事 安堵町高齢者福祉計画及び第８期介護保険

事業計画（素案）の検討・協議。 

  第３回目 令和３年２月４日木曜日、議事 安堵町高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業

計画（答申案）の検討・協議等。 
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  当日、２月１２日に担当課から準備された資料は、安堵町介護保険運営委員会の答申（案）

の抜粋であるが、現時点では答申書が介護保険運営委員会石田会長から町長に未提出であるこ

とを踏まえた上で、説明及び質疑を進めることを確認した。 

  担当課から、第８期介護保険事業計画期間（令和３年度から令和５年度）における介護保険

事業費の見込みについて、資料に基づき説明があった。第８期は、準備基金の取り崩し等の実

施の上、予定収納率も考慮した結果、基準月額が前期より減額され、月額が６,４００円程度（マ

イナス１８０円）になる見込みである。 

  各委員から介護保険料をさらに減額する方策として、「住民の健康寿命を延伸する活動によ

る介護費の削減を図る行動が必要である」、また「現在町内の地域で取り組まれている『いき

いき百歳体操』は健康寿命の増進に効果が上がっているので、町をあげて取り組む環境づくり

が重要である」という意見等があった。 

  今後も介護保険事業の運営適正化に向けて、当常任委員会として協議を重ねていきたい。 

  以上でございます。 

 

議長（福井保夫） これより、委員長報告に対する質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これで文教厚生常任委員長報告を終結します。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第６ 報告第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安堵

町一般会計補正予算（補正第８号）について）」を議題とします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。富井総合政策課長。 

 

（富井総合政策課長 登壇） 
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総合政策課長（富井文枝） おはようございます。総合政策課 富井でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。それでは、報告第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和２年

度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）について）」、御説明をさせていただきます。 

  本補正につきましては、歳入歳出それぞれ２，３６５万１，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ４７億８，９９３万７，０００円といたします。 

  補正理由につきましては、一つ目といたしまして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金を活用した令和３年３月末までの事業完了のための所要の経費の増額補正でござい

ます。 

  二つ目といたしましては、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を国の指示のもと市町

村において実施するため、早急な体制整備が必要なことから、準備経費について補正予算をお

願いするものでございます。 

  三つ目といたしましては、岡崎工業用地における開発に際し遺跡発掘調査が必要となり、早

急な対応が必要なことから経費の増額補正でございます。 

  なお、新型コロナウイルス感染症の対応策及びワクチン接種､発掘調査については、いずれも

早急な対応が必要なため専決処分とさせていただき、専決日は、１月２９日とさせていただき

ました。 

  それでは、補正予算書の９ページ、１０ページをお開きください。 

  歳出についてでございます。 

  ２款 総務費、１項 総務管理費、１０目 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金事業費におきまして、消耗品として１８２万３，０００円、工事請負費として２４７万１，

０００円、備品購入費として１，１１４万４，０００円、ひとり親世帯への臨時特別給付金と

して１８３万円の、計１，７２６万８，０００円の増額補正でございます。 

  次に、４款 衛生費、１項 保健衛生費におきまして、ワクチン接種のクーポン発券関係の

電算システム改修委託料で３００万円及び事務費等の経費で合計４８８万３，０００円の増額

補正でございます。 

  ９款 教育費、５項 社会教育費におきまして、発掘経費として合計１５０万円の増額補正

でございます。 

  この財源としまして、歳入についてでございます。７ページ、８ページを御覧ください。 

  １４款 国庫支出金、２項 国庫補助金で、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金として４１４万５，０００円、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助

金として４８８万３，０００円の増額補正でございます。 

  次に、１９款 繰越金、１項 繰越金で１，３１２万３，０００円の増額補正でございます。 
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  ２０款 諸収入、３項 雑入で、発掘調査受託業務収入として１５０万円の増額補正でござ

います。 

  それでは議案書を朗読させていただきます。 

 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度安堵町一般会計補正予算（補

正第８号）について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、令和２年度安堵

町一般会計補正予算（補正第８号）を別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によ

り、これを報告し議会の承認を求める。 

  令和３年３月２日報告、安堵町長 西本安博。 

  次の、専決処分書をお願いいたします。 

 専決処分書 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定に基づき、令和２年度安堵町

一般会計補正予算（補正第８号）を別紙のとおり専決処分する。 

  令和３年１月２９日専決、安堵町長 西本安博。 

  続きまして、補正予算書の１ページお願いいたします。 

 令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号） 

 令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第８号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２，３６５万１，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億８，９９３万７，０００円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和３年１月２９日専決、安堵町長 西本安博。 

  次の２ページをお願いいたします。 

 第１表 歳入歳出予算補正 

 歳入の部。 

 １４款 国庫支出金、２項 国庫補助金、補正前の額１１億８，９３０万円、補正額９０２万

８，０００円、計１１億９，８３２万８，０００円。 

 １９款 繰越金、１項 繰越金、補正前の額４，０６６万３，０００円、補正額１，３１２万

３，０００円、計５，３７８万６，０００円。 

 ２０款 諸収入、１項 雑入、補正前の額５，０９５万２，０００円、補正額１５０万円、計

５，２４５万２，０００円。 

 歳入合計 



15 

 

 補正前の額４７億６，６２８万６，０００円、補正額２，３６５万１，０００円、計４７億８，

９９３万７，０００円。 

  続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出の部。 

 ２款 総務費、１項 総務管理費、補正前の額１３億７，２４２万６，０００円、補正額１，

７２６万８，０００円、計１３億８，９６９万４，０００円。 

 ４款 衛生費、１項 保健衛生費、補正前の額８，８２２万１，０００円、補正額４８８万３，

０００円、計９，３１０万４，０００円。 

 ９款 教育費、５項 社会教育費、補正前の額５，８３４万９，０００円、補正額１５０万円、

計５，９８４万９，０００円。 

 歳出合計 

 補正前の額４７億６，６２８万６，０００円、補正額２，３６５万１，０００円、計４７億８，

９９３万７，０００円。 

  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛を

させていただきます。 

  御審議、御承認のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  討論を省略して、採決いたします。 

  これより、報告第１号を採決します。 

  お諮りします。 

  本案を原案のとおり承認することに、御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 異議なしと認めます。 

  報告第１号は、原案のとおり承認されました。 
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 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫）日程第７ 議案第１号「安堵町公平委員会委員の選任につき同意を求めることにつ

いて」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総務課長（吉田裕一） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。吉田総務課長。 

 

総務課長（吉田裕一） はい。 

 

（吉田総務課長 登壇） 

 

総務課長（吉田裕一） おはようございます。総務課の吉田裕一でございます。よろしくお願いいた

します。それでは、御説明させていただきます。 

  議案第１号「安堵町公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて」 

  本件は、安堵町公平委員会委員３名のうち、山﨑文生委員が、令和３年３月３１日をもって

４年の任期が満了になります。山﨑委員におかれましては、■■■■■であり、地方自治の本

旨を十分に理解し、人事行政に識見を有しておられることから、次期におきましても継続して

同委員に選任いたしたく、地方公務員法第９条の２第２項の規定に基づきまして議会の同意を

お願いするものでございます。 

  なお、任期につきましては令和３年４月１日から令和７年３月３１日までの４年間でござい

ます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第１号 安堵町公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて。 

  下記の者を安堵町公平委員会委員に選任したいので、地方公務員法（昭和２５年法律第２６

１号）第９条の２第２項の規定により、議会の同意を求める。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

    記。 

 住所 ■■■■■■■■■■■■■■■ 

 氏名 山﨑文生 ■■■■■■■■■■生（■■歳） 

  以上、御同意賜りますようよろしくお願いいたします。 
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議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  討論を省略して、これより議案第１号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１号は原案のとおり同意されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫）日程第８ 議案第２号「安堵町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総務課長（吉田裕一） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。吉田総務課長。 

 

（吉田総務課長 登壇） 

 

総務課長（吉田裕一） 総務課の吉田裕一でございます。よろしくお願いいたします。それでは、御

説明させていただきます。 

  議案第２号「安堵町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて」 

  本件は、安堵町固定資産評価審査委員会委員３名のうち、松井睦美委員が、令和３年３月２

９日をもって３年の任期が満了になります。松井委員におかれましては、町税の納税義務者を
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代表する者として、平成２７年３月より同委員に着任され、その間、研修等に積極的に参加さ

れ固定資産評価について高い識見を有しておられることから、次期におきましても継続して同

委員に選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定に基づきまして議会の同意をお願い

するものでございます。 

  なお、任期につきましては、令和３年３月３０日から令和６年３月２９日までの３年間でご

ざいます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第２号 安堵町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 

  下記の者を安堵町固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法（昭和２５年法

律第２２６号）第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求める。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

   記。 

 住所 ■■■■■■■■■■■■■■■ 

 氏名 松井睦美  ■■■■■■■■■■生（■■歳） 

  以上、御同意賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑、ありませんか。 

 

８番（森田 瞳） 議長。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

（森田議員 登壇） 

 

８番（森田 瞳） 今、説明、よくわかったんですけど、３ページ目の、委員の名簿がございます。

名簿の中で、３名記載をしておりますけれども、この黒の枠が恐らく松井睦美さんの方の間違

いではないかと思うのですけども、いかがですか。 

 

総務課長（吉田裕一） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。吉田課長。 
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総務課長（吉田裕一） 自席から失礼いたします。大変申し訳ございません。黒の網掛け部分が間違

っております。松井睦美委員の方が黒の網掛けになります。 

 

８番（森田 瞳） よくわかりました。 

 

総務課長（吉田裕一） はい。大変申し訳ございません。 

 

議長（福井保夫） はい。他に、質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑を終結します。 

  それでは討論を省略し、これより議案第２号を採決します。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案を原案のとおり同意することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第２号は原案のとおり同意されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第９ 議案第３号「安堵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい

て」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。増田住民課長。 

 

（増田住民課長 登壇） 
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住民課長（増田篤人） 改めまして、おはようございます。住民課 増田でございます。それでは議

案第３号「安堵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について」、説明させていただき

ます。 

  本件につきましては、国民健康保険の運営主体である奈良県が、国民健康保険運営方針によ

り示した、令和３年度国民健康保険標準保険税率、事業納付金及び国民健康保険税減免基準を

基に所要の条例を改正するものでございます。 

  改正内容といたしましては、本町の国民健康保険の健全な運営のための、国民健康保険税率

等改正及び令和３年度より奈良県が統一化する国民健康保険税の減免基準の改正を行うもので

す。 

  詳細につきましては、議案書の４ページ目、新旧対照表１ページをお願いいたします。 

  第７条、介護納付金課税額の所得割額の税率を「１００分の３．２」から「１００分の３．

３」に改めます。 

  第８条、介護納付金課税額の被保険者均等割額を一人につき「１万５，０００円」から「１

万７，０００円」に改めます。 

  第２２条は、国民健康保険税軽減額の規定で、第１号では、国民健康保険税額の７割軽減額

を規定しており、２ページ目をお願いいたします。同条同号オの介護納付金課税額の被保険者

均等割軽減額を「１万５００円」から「１万１，９００円」に改めます。 

  同条第２号では、国民健康保険税額の５割軽減額を規定しており、同条同号オの介護納付金

課税額の被保険者均等割軽減額を次の３ページの中段になりますが「７，５００円」から「８，

５００円」に改めます。 

  続きまして、４ページをお願いいたします。同条第３号では、国民健康保険税額の２割軽減

額を規定しており、同条同号オの介護納付金課税額の被保険者均等割軽減額を「３，０００円」

から「３，４００円」に改めます。 

  次に、第２３条の２では、現在、県内市町村ごとで異なっている国民健康保険税の減免基準

について県内統一化を図り、負担の公平化を図るための改正でございます。減免基準といたし

ましては、同条第１項第１条では、災害等により被害に遭われた方のための減免、同条同項第

２号では、長期入院や事業廃止等で前年より収入が減少した方のための減免、次のページにな

りますが同条同項第３号では、刑事施設等に入所された保険給付の制限を受ける方のための減

免、同条同項第４号では、社会保険等の被保険者本人が後期高齢者医療に移行し、その被扶養

者が国民健康保険に加入する必要が生じたときのための減免でございます。同条同項第５号で

は、被保険者が生活保護法による保護を受ける方のための減免となっています。 

  続いて６ページになりますが、同条第２項、第３項、第４項は減免のための届け出に関する

規定となっております。 
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  なお、この条例の施行日は令和３年４月１日とさせていただきます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第３号 安堵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

  安堵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページ以降の本文につきましては、先に説明させていただいた内容と重複いたしますの

で割愛させていただきます。 

  御審議のうえ御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  ただいま議題となっています議案第３号は文教厚生常任委員会に付託したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 異議なしと認めます。 

  よって議案第３号は文教厚生常任委員会に付託することに決定しました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第１０ 議案第４号「安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止す

る条例について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

人権同和対策課長（西邊勝之） はい。 

 

議長（福井保夫） はい。西邊人権同和対策課長。 
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（西邊人権同和対策課長 登壇） 

 

人権同和対策課長（西邊勝之） おはようございます。人権同和対策課 西邊です。よろしくお願い

します。それでは、議案第４号「安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止する条例

について」、説明をさせていただきます。 

  本事業の概要といたしまして、地域の住宅環境の改善を図るために、日本郵政公社からの借

入金に、国庫補助金を加えた金額を地域住宅環境の改善を図るため、地域住民に住宅新築資金・

宅地取得資金・住宅改修資金として低金利で貸付を行い、借入者から元利償還をしていただき、

一方で、借入金の償還を行う事業でございました。 

  日本郵政公社からの借入金は利息を伴いますので、平成２６年に奈良県の無利子による借り

換え事業を利用し一括償還を行い、借入者からの元利償還をしていただき、一方で借入金の償

還を行う事業でございます。今年度に奈良県からの借入金の償還が完済しますので、当初の目

的を終えました住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止します。 

  それでは、議案を朗読いたします。 

 議案第４号 安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止する条例について 

  安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

 安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止する条例 

  安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計条例（昭和４９年安堵町条例第２６号）は、廃止す

る。 

附則（施行期日）この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

  （経過措置）としまして、安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計に係る令和２年度の収入

及び支出並びに決算に関しましては、なお従前のとおりとする。 

  以上でございます。 

  御審議、御可決のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 
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  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第４号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） はい。起立、全員です。お座りください。 

  議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第１１ 議案第５号「安堵町介護保険条例の一部を改正する条例について」

を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

健康福祉課長（井上育久） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。井上健康福祉課長。 

 

（井上健康福祉課長 登壇） 

 

健康福祉課長（井上育久） おはようございます。健康福祉課 井上でございます。よろしくお願い

します。議案第５号「安堵町介護保険条例の一部を改正する条例について」、それでは説明さ

せていただきます。 

  本改正つきましては、介護保険事業計画が３年ごとに策定されており、令和３年度から令和

５年度の間、第８期の介護保険事業計画期間にあたります。今回、介護保険事業計画の策定に

伴い、介護保険料の改定を行うものです。令和３年度から令和５年度までの安堵町の第１号被

保険者が負担する介護保険料基準月額を６，４００円といたします。 
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  改正内容といたしましては、令和３年度から令和５年度までの第１号被保険者保険料の年額

を改めます。詳細につきましては新旧対照表１ページをお願いいたします。 

  第２条第１項中「平成３０年度から平成３２年度」を「令和３年度から令和５年度」に改め、

同項第１号「３万９，４００円」を「３万８，４００円」に、同項第２号「５万９，２００円」

を「５万７，６００円」に、同項第３号「５万９，２００円」を「５万７，６００円」に、同

項第４号「７万１，０００円」を「６万９，１００円」に、同項第５号「７万８，９００円」

を「７万６，８００円」に、同項第６号「９万４，７００円」を「９万２，２００円」に、同

項第７号「１０万２，６００円」を「９万９，９００円」に、同項第８号「１１万８，４００

円」を「１１万５，２００円」に、同項第９号「１３万４，２００円」を「１３万６００円」

に改めます。 

  次に、第２条第２項「令和２年度」を「令和３年度から令和５年度」に、「２万３，６００

円」を「２万３，０００円」に改めます。 

  第２条第３項「令和２年度」を「令和３年度から令和５年度」に、次のページをお願いしま

す。「３万９，４００円」を「３万８，４００円」に改めます。 

  第２条第４項「令和２年度」を「令和３年度から令和５年度」に、「５万５，２００円」を

「５万３，７００円」に改めます。 

  施行期日は令和３年４月１日からです。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第５号 安堵町介護保険条例の一部を改正する条例について 

  安堵町介護保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページ以降の本文につきましては、先に説明させていただいた内容と重複いたしますの

で割愛させていただきます。 

  御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 
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（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第５号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第１２ 議案第６号「安堵町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基

準等に関する条例の一部を改正する条例について」から、日程第１５ 議案第９号「安堵町指

定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例について」までを一括議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

健康福祉課長（井上育久） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。井上健康福祉課長。 

 

（井上健康福祉課長 登壇） 

 

健康福祉課長（井上育久） 健康福祉課の井上です。よろしくお願いします。議案第６、第７、第８、

第９号は、同じ厚生労働省の省令の改正に伴う条例改正になるため、一括して説明させていた

だきます。それでは説明させていただきます。 

  この４議案につきましては、指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準

等の一部を改正する省令（令和３年厚生労働省令第９号）が公布されたことに伴い、それぞれ
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の条例について所要の改正を行うものでございます。 

  議案第６号につきましては、安堵町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関

する条例の改正、議案第７号につきましては、安堵町指定介護予防支援等の事業の人員及び運

営、並びに指定介護予防支援等にかかる介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を

定める条例の改正、議案第８号につきましては、安堵町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の改正、議案第９号につきましては、安堵町指定地域

密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の改正でございます。 

  この４議案の主な改正内容といたしましては、要介護認定及び要支援認定別状況等の介護保

険等の関連情報や、その他必要な情報を活用し、適切かつ有効にサービスの提供を行うための

改正。それぞれの事業に係る感染が蔓延しないよう衛生管理の整備、利用者の人権擁護、虐待

防止等のための体制整備を行うための改正。交付、説明、同意、承諾などの当該交付を相手方

等の承諾を得て、書面に代えて電磁的方法によることができる等に関する条文を新たに加える

改正を行います。 

  各議案の新旧対照の改正につきましては、全て省令改正に伴う文言整理や、追加規定及び介

護保険法の改正に伴う、引用する条項について整備をするものでございます。 

  施行期日は令和３年４月１日からです。 

  それでは、それぞれの議案書を朗読いたします。 

 議案第６号 安堵町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部を

改正する条例について 

  安堵町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条

例を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  続きまして、議案第７号 安堵町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護

予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例について 

  安堵町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を別紙のと

おり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

 続きまして議案第８号 安堵町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について 

  安堵町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 
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 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

 続きまして、議案第９号 安堵町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

  安堵町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  各議案の本文につきましては先ほど説明いたしました内容と重複いたしますので割愛させ

ていただきます。 

  御審議、御可決のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、一括して質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これより、１件ごとに討論及び採決を行います。 

  はじめに、議案第６号について討論ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第６号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第６号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  
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議長（福井保夫） 次に、議案第７号について討論ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第７号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第７号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 次に、議案第８号について討論ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第８号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第８号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  
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議長（福井保夫） 次に、議案第９号について討論ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第９号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第９号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） ただいま、１１時１０分です。 

  １１時２５分まで、暫時休憩いたします。 

 

 

 

休 憩（午前１１時１０分） 

再 開（午前１１時２５分） 

 

 

 

議長（福井保夫） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

  日程第１６ 議案第１０号「令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）について」

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい、議長。 
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議長（福井保夫） はい。富井総合政策課長。 

 

（富井総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（富井文枝） 総合政策課、富井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。そ

れでは、議案第１０号「令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）について」御説明

をさせていただきます。 

  本補正につきましては、歳入歳出それぞれ４億１，１９６万円を減額し、歳入歳出総額を４

３億７，７９７万７，０００円といたします。 

  今回の補正理由につきましては、大きく６つございます。 

一つ目といたしましては、ふるさと納税の寄附額が当初見込みより増加したことによる、ふ

るさと寄附金の増額及び基金積立金等の増額補正でございます。 

  二つ目といたしましては、国民健康保険、後期高齢者医療の保険基盤安定繰出金の増額に伴

い増額補正をお願いするものです。 

  三つ目といたしましては、安堵町環境美化センターの解体工事につきまして、令和２年度中

の開始が見込めませんので、本事業に係る経費を減額補正するものでございます。 

  四つ目といたしましては、九十六石井堰改修工事におきまして、追加作業が発生することか

ら係る経費を増額補正し、年度内の完了が難しいことから、追加補正５００万円を含めた工事

総額３，４９４万６，０００円を繰越明許とさせていただきます。 

  また、当初予算で予定しておりました、ため池ハザードマップ作成事業に係る事業費の見直

しにより、経費の縮小が生じたため、減額補正するものでございます。なお、本事業は全額国

庫補助であることから、歳入についても同額を減額します。 

  五つ目といたしましては、住宅新築資金等の貸付の償還期間が完了し、住宅新築資金等貸付

事業特別会計が令和２年度をもって廃止するに当たり、一般会計より歳入の不足を補填して特

別会計を閉じることとなりますので、繰出金を増額補正するものでございます。 

  六つ目といたしましては、今年度人事異動、並びに令和２年１０月に発出された人事院勧告

により、給与改正に伴いまして人件費にかかる予算余剰及び不足分の予算補正でございます。 

  最後に、歳入では、コロナウイルス感染症の影響により、景気変動に伴う通常の減収をはる

かに超える減収が生じる、消費や流通に関わる７税目について減収補填債の対象税目に加えら

れたことから、令和２年度減収のための減収補填債を発行し、増額補正して、財源更正並びに、

地方債補正の追加をお願いするものでございます。 

  また、令和３年度に事業を延期するごみ処理解体事業における一般廃棄物処理事業債につい

て地方債から廃止をいたします。 
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  また、令和３年４月から、庁舎総合管理業務、いわゆる清掃業務でございますが、につきま

して業者選定等準備に一定の時間を要しますことから、債務負担行為をお願いするものでござ

います。期間は令和３年から５年の３年間の長期契約とさせていただきます。 

  それでは、詳細を予算書により御説明をさせていただきます。 

  予算書の１５、１６ページをお開きください。歳出についてでございます。 

  まず、１款 議会費、１項 議会費で、人件費として４２０万円の減額でございます。 

  ２款 総務費、１項 総務管理費におきまして、人件費として給料等で３６５万円の減額、

ふるさと納税諸経費として２２万円の増額、合計で３４３万円の減額補正でございます。 

  ２項 徴税費におきまして、人件費として１，２７８万円の減額補正でございます。 

  ３款 民生費、１項 社会福祉費におきまして、保険基盤安定繰出金として２５１万８，０

００円の増額、後期高齢者医療の繰出しでは３７万３，０００円の増額、そして財政支援操出

金として３８万２，０００円の増額でございます。 

  続きまして、２項 児童福祉費におきまして、人件費として１，３３０万円の減額補正でご

ざいます。 

  続きまして、衛生費におきまして、４款 衛生費、２項 清掃費におきまして、人件費とし

て４５０万円の増額、焼却施設解体工事延期に伴う委託費で２，８１９万３，０００円の減額、

解体工事費で３億９，０００万円の減額、合わせまして計４億１，３６９万３，０００円の減

額補正でございます。 

  次に、１９ページをお願いいたします。 

  ５款 農林水産業費 １項 農業費でございます。２目 農業総務費において、人件費とし

て５３４万円の減額、４目 土地改良事業費におきまして、防災ため池整備事業委託で１，２

２５万４，０００円の減額、施設改修工事では５００万円の増額、合わせまして計１，２５９

万４，０００円の減額補正でございます。 

  次に、６款 商工費、１項 商工観光費におきまして、人件費として１，０７８万９，００

０円の増額補正でございます。 

  次のページ、２１ページをお願いいたします。 

  7款 土木費、1項 土木管理費におきまして、人件費として７９５万２，０００円の増額、

２項 道路橋梁費におきまして、起債活用のための財源更正でございます。 

  次に、４項 住宅費におきまして、人件費として６４万１，０００円の増額、住宅新築資金

等貸付事業特別会計繰出金として２，５６３万４，０００円の増額補正でございます。 

  次に、予算書２３ページをお願いいたします。 

  ９款 教育費、２項 小学校費におきまして、人件費として４３万４，０００円の減額、５

項 社会教育費におきまして、１９４万５，０００円の減額、６項 保健体育費におきまして、
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５７万３，０００円の減額補正でございます。 

  最後に、１２款 諸支出金、１項 基金費におきまして、ふるさと納税基金積立金として２

７０万円の増額補正でございます。 

  次に、歳入についてでございます。 

  予算書の１１ページへお戻りください。 

  １４款 国庫支出金、１項 国庫負担金におきまして、５４万６，０００円の増額補正でご

ざいます。 

  ２項 国庫補助金におきまして、循環型社会形成推進交付金として１億３，０００万円の減

額、農林水産業費国庫補助金で、農村地域防災減災事業補助金として１，２２５万４，０００

円の減額補正でございます。 

  次に、１５款 県支出金、１項 県負担金におきまして、後期高齢者医療保険基盤安定負担

金として２９万４，０００円の増額、国民健康保険の基盤安定化負担金として１３４万２，０

００円の増額補正でございます。 

  次のページをお願いいたします。１３ページでございます。 

  １７款 寄附金、１項 寄附金におきまして、ふるさと寄附金で２７０万円の増額、１８款 

繰入金、１項 基金繰入金におきまして、財政調整基金繰入金として５，４１９万３，０００

円の減額補正でございます。 

  １９款 繰越金、１項 繰越金で５５９万５，０００円の減額補正で、財源更正等調整のた

めの減額を補正いたしました。 

  ２１款 町債、１項 町債におきまして、衛生費では、一般廃棄物処理事業債として２億３，

４００万円の減額補正、６目の減収補填債におきまして、減収補填債として１，９２０万円の

増額補正でございます。 

  従いまして、補正予算の６ページにお戻りください。第四表 地方債補正でございます。減

収補填債を追加し、起債の限度額を１，９２０万円といたします。 

  次のページ、７ページをお願いいたします。 

  安堵町ごみ処理施設解体事業については廃止といたします。 

  戻っていただきまして、４ページをお願いいたします。第二表 繰越明許費を御覧ください。 

  翌年度への繰越事業として、九十六石井堰改修事業は年度内完了が難しい見込みであること

から、土地改良事業として３，４９４万６，０００円を次年度に予算を繰越いたします。 

  次のページ、５ページをお開きください。 

  令和３年４月から、庁舎総合管理業務委託事業につき業者選定等準備に一定の時間を要しま

すので債務負担行為をお願いするものでございます。期間は令和３年度から令和５年度、金額

の方は６，６７６万２，０００円を限度額とし、３年間の長期契約とさせていただく予定でご
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ざいます。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第１０号 令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和２年度安堵

町一般会計補正予算（補正第９号）を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  続きまして、補正予算書１ページをお願いいたします。 

 議案第１０号 令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号） 

  令和２年度安堵町一般会計補正予算（補正第９号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４億１，１９６万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ４３億７，７９７万７，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費） 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができ

る経費は、「第二表 繰越明許費」による。 

（債務負担行為補正） 

 第３条 債務負担行為の追加は、「第三表 債務負担行為補正」による。 

 （地方債補正） 

 第４条 地方債の追加・廃止は、「第四表 地方債補正」による。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページ以降の、第一表 歳入歳出予算補正、第二表 繰越明許費、第三表 債務負担行

為補正、第四表 地方債補正及び事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複をいたし

ますので割愛をさせていただきます。 

  御審議、御可決のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 
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  ただいま議案となっています、議案第１０号は、総務産業建設常任委員会に付託したいと思

います。 

  御異議、ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第１０号は総務産業建設常任委員会に付託することに決定しました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第１７ 議案第１１号「令和２年度安堵町国民健康保険特別会計補正予算

（補正第２号）について」を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。増田住民課長。 

 

（増田住民課長 登壇） 

 

住民課長（増田篤人） 住民課 増田でございます。よろしくお願いいたします。それでは議案第１

１号「令和２年度安堵町国民健康保険特別会計補正予算（補正第２号）について」説明させ

ていただきます。 

  本補正につきましては、国民健康保険基盤安定化事業、被保険者の所得状況により、均等割、

平等割を軽減する制度により、減額となった国民健康保険税に相当する額を一般会計から、国

民健康保険特別会計に繰出しすることにより財政の基盤安定を図る制度です。 

  この軽減措置が拡充されたこと及び国民健康保険税率の改正により、賦課額が増額したこと

に伴い、一般会計から繰入する額が増額となったため、財源更正を行うための補正予算でござ

います。 

  また、国民健康保険財政安定化支援事業、国民健康保険財政の健全化及び税負担の平準化の

ため、一般会計から国民健康保険特別会計に繰出しすることにより、国保財政の安定を図る制

度でございますが、財政安定化支援事業繰出金の国の算定額が、昨年度よりも増額したことに
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伴い、一般会計から繰入れする額が増額になったことから、併せて財源更正を行うための補正

予算を計上いたします。 

  さらに、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した被保険者の減免制度によ

り減免した保険税を国庫補助及び県支出金により全額補助されることから財源更正を行うた

めの補正予算についても計上しております。 

  それでは、詳細につきまして補正予算書により説明させていただきます。補正予算書の４ペ

ージをお願いいたします。 

  ２ 歳入、１款 国民健康保険税、１項 国民健康保険税、１目 一般被保険者国民健康保

険税で７２３万２，０００円の減額。 

  ２款 国庫支出金、１項 国庫補助金、５目 国民健康保険災害等臨時特例補助金で２６５

万８，０００円の増額、３款 県支出金、１項 県支出金・県補助金、１目 保険給付費等交

付金で１６７万４，０００円の増額。 

  次、６ページをお願いいたします。 

  ５款 繰入金、１項 他会計繰入金、１目 一般会計繰入金で２９０万円の増額とする財源

更正でございます。 

  以上でございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第１１号 令和２年度安堵町国民健康保険特別会計補正予算（補正第２号）について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和２年度安堵

町国民健康保険特別会計補正予算（補正第２号）を別紙のとおり提出する。 

  令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  補正予算書１ページをお願いいたします。 

 議案第１１号 令和２年度安堵町国民健康保険特別会計補正予算（補正第２号） 

  令和２年度安堵町国民健康保険特別会計補正予算（補正第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第一表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページ、第１表 歳入歳出予算補正 

 歳入 

 １款 国民健康保険税、１項 国民健康保険税、補正前の額１億６，５３８万８，０００円、

補正額マイナス７２３万２，０００円、計１億５，８１５万６，０００円。 
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 ２款 国庫支出金、１項 国庫補助金、補正前の額１１７万７，０００円、補正額２６５万８，

０００円、計３８３万５，０００円。 

 ３款 県支出金、１項 県支出金・県補助金、補正前の額７億６１６万８，０００円、補正額

１６７万４，０００円、計７億７８４万２，０００円。 

 ５款 繰入金、１項 他会計繰入金、補正前の額６，９９２万円、補正額２９０万円、計７，

２８２万円。 

 歳入合計 

 補正前の額９億６，６２８万９，０００円、補正額０円、計９億６，６２８万９，０００円。 

  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛さ

せていただきます。 

  以上でございます。 

  御審議のうえ、御可決いただきますようお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

８番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

８番（森田 瞳） ちょっと教えていただきたいのですけれども、初歩的なことなんですけども、今、

この中で、５款の繰入金、他会計からの繰入金を２９０万充てるということで更正されており

ますけども、この他会計からの繰入金のことについて、先ほどの説明では、国保財政の安定化

ということで、市町村によってその方の繰り入れをすることができるということも、私その辺

は聞き及んでおるのですけども、以前から。 

  この国保会計というのは、ここ数年の中で、県の方で事業を一括して行っていこうという計

画を求められております。また、安堵町における保険料の高い、安いということについても、

今現在、今度、県の方の一括化されたときに、そこに保険料を合わせていこうということで今

回も、保険料の値上げということに相成った訳なんですけども、そこでちょっと私、問題とい

うか、疑問になるのは、この国保財政の安定化ということの名目でもって一般会計から繰り入

れをする、この額ですね。これべらぼうにいくらでも、要するに国保の被保険者のためだと、

保険料をできるだけ安くしてあげようということの配慮の中で、一般会計を繰り入れをすると

いうことは、これはいろいろな条件があると思います。ちょっとその辺の条件の中でちょっと
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簡単に概要だけ説明していただきたいなと思います。 

  以上、お願いします。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。増田課長。 

 

住民課長（増田篤人） 自席で失礼いたします。今の説明いたしました、保険基盤安定繰入金及び財

政安定化支援事業繰入金につきましては、法定の繰入れになります。法律等で基準等決まって

おりますので、各町同率の負担で繰入れの方しておりますので、本町だけが高いという訳では

なく、公平に決まったルールの中で繰入れの方は、させていただいております。 

  以上です。 

 

８番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

８番（森田 瞳） そこのね、法定で決まっている限度額、この範囲であれば繰入れしてもよろしい

ですよという額があるはずやねん、法定で決まった。それを概要を説明して欲しいです。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。増田課長。 

 

住民課長（増田篤人） 保険基盤安定繰入金につきましては、本町で法定の軽減を掛けた額を繰入れ

ております。先ほども条例で説明をいたしましたが、低所得世帯につきましては、７割、５割、

２割の軽減を行っております。これを軽減することによって本町の税収が減ることになります

ので、それを一般会計から繰入れることによって、財政の安定化を図っております。 

  この一般会計から繰入れた額につきましては、国と県から４分の３補填されておりますので、

本町としては４分の１を充てていることになります。 

  以上です。 

 

８番（森田 瞳） はい。 
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議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

８番（森田 瞳） この今の、要するに安定化に向けてのそういうふうな繰入れというのはね、県の

一括した時代が来れば、これは、まだその部分は継続されるんですか。市町村によって、要す

るに繰入れをする市町村もあれば、全然もう繰入れをしない市町村も出てくると。これは、そ

ういうことは認められていくんですか、今後。その辺はどうですか。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。増田課長。 

 

住民課長（増田篤人） 先ほど申しましたとおり、法律で決まっている制度ですので、県単位化にな

りましても、引き続き軽減制度は続きますので、国と県からの補填ありの繰出金、繰入金につ

いては継続することになります。 

 

８番（森田 瞳） はい。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

８番（森田 瞳） そしたら県の方に移行したときにこの、安定化の方の部分についての一般会計か

らの繰入れということは、保険料に見返りということについても認められていくということで

すね。今、説明の中では、そこのとこでね。各町村の中で、要するに、この町はすごく、どな

い言うのですかな、一般財源から補填されている、この町はほんまに僅かやでという、その辺

の要するに、差がですね、出てこないやろうかと。私は、ちょっとそう思うんですよ。要する

に、不利益を被る市町村が出てこないのかなと。 

  それは財政の苦しい町であれば、また市であれば、なかなかそこのことは、そうも言ってお

られない。だから裕福なところであれば、そこの方へなんぼでも還元できるというような今の

構造で、それはそやけど決まってるんですね、それは国民健康保険の被保険者だけにですね、

町の一般財源を補填すると。これは不公平になる、これは税の公平性から言ったらね。これは

わかっとるんですよ。ところが、それが町村によってズレが無いというような方向を定められ

ていくのかどうかということをちょっと私、安堵町にとって疑問なところじゃないかなと。今

後ですよ、今後。 
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  だからそこのところは、よその町に匹敵するぐらいの要するに、一般財源からの、中に入れ

ていこうと、保険料の軽減に向けて行こうと。なるべく被保険者の保険料の負担が軽くなるよ

うに、というのは誰もが思うことですのでね、そこのことについてはちょっとまたこれからい

ろいろと、折があるごとに教えていただきたい。そういうことで、ちょっとその辺の疑問は発

生してきませんか。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。増田課長。 

 

住民課長（増田篤人） 今、森田議員がお話していただいたとおり、これまで保険料を引き下げする

ために、法定外の繰入れをされている市町村はございます。ただし、令和６年度から全ての県

内市町村統一保険料にあたるに当たって、一般会計からの繰出しによって保険料を下げること

になりますと、統一性は取れなくなりますので、県としては法定外の繰入れについては令和６

年度までに廃止するように指導をされています。 

  ただ、まだいくつかの市町村で一般会計から繰出しをされている所はございます。安堵町に

つきましては、法定外の繰入れは現在のところは行っておりませんので、法定で決められた中

での繰出しのみを行っているところでございます。 

  以上です。 

 

８番（森田 瞳） はい。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

８番（森田 瞳） あのね、その課長、今言うように「法定」と言うやろ、その法定をどの範囲で安

堵町については、金額にしたらいくらやねんということの、そこの法定を何で、最初に言うて

るところや。それをわかっているのであれば、概略でも説明して欲しいというのが。法定で決

められている、というのやったら我々わからへん。そこのとこなんです。だからその法定で、

元に戻るけども、私ももうこれで置こうと思っとるけれども、安堵町の、法定で定めている金

額はいくら、ということでそれをしっかりと示してください。 

 

住民課長（増田篤人） 議長。 
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議長（福井保夫） はい。増田課長。 

 

住民課長（増田篤人） 今、補正予算書の６ページ、７ページになりますが、現在、不足分について

補正額２９０万を計上しておりますが、補正額、予算総額、計で７，２８２万円、こちらが他

会計から繰入れる額になっておりますので、この額が安堵町として一般会計から繰入れる額の

総額になります。 

 

８番（森田 瞳） はい。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

８番（森田 瞳） そしたら要するに今度、２９０万円を増額して、今年度７，２８２万、これが合

計になる訳やから、これはね、金額やけど、この額のね、要するにもっと厚く町の一般会計か

ら補填しようとか、いやいや安堵町も苦しいから、次年度やで、これからのことについてもう

ちょっと抑えていこうかとか、そこのところのその枠や。今年はこれでいこうとこの金額が出

とるけれども、そこの要するに増減の幅や、幅がそれでいけるかどうかということがやで、ち

ょっと説明欲しい。 

 

住民課長（増田篤人） はい。 

 

議長（福井保夫） はい。増田課長。 

 

住民課長（増田篤人） これは、県のヒアリング等で基準に則ってやってるかどうかという審査もご

ざいますので、町の裁量によって幅を作るというのは無理ですので、きちっとしたかたちで、

基準に則ってこの額を繰入れる、各市町村同じ条件になっています。 

 

８番（森田 瞳） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。森田議員。 

 

８番（森田 瞳） だから今、おっしゃたように、県の指導、要するに県の審査がある訳やから、そ

このことについて、ただ、だからそこで言えるのは安堵町は今これですよ、よその町はこれで

すよという、そこのところについて町村間のばらつきというは無いんですか。 
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住民課長（増田篤人） はい。無いです。 

 

８番（森田 瞳） それは無いんですか。わかりました、以上です。結構です。 

 

議長（福井保夫） よろしいですか。 

 

８番（森田 瞳） はい。 

 

議長（福井保夫） 他に、質疑ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑無いようですので、これより討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１１号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１１号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第１８ 議案第１２号「令和２年度安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計

補正予算（補正第２号）について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 
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人権同和対策課長（西邊勝之） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。西邊人権同和対策課長。 

 

（西邊人権同和対策課長 登壇） 

 

人権同和対策課長（西邊勝之） 人権同和対策課 西邊です。よろしくお願いいたします。議案第１

２号「令和２年度安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（補正第２号）について」 

  それでは、議案第１２号 安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（補正第２号）

について、説明させていただきます。先ほど、御承認いただきました、住宅新築資金等貸付事

業特別会計の廃止に伴い、当該特別会計の清算を行うための補正予算でございます。 

  本会計は、経常的な赤字を抱えており、毎年、前年度繰上金をもって会計処理を行ってまい

りましたが、今回、閉鎖するに当たっては、翌年度会計が存在しないことにより、一般会計か

らの繰入れを行い、財源の更正を行い、累積赤字を解消し、当該会計を閉鎖するための補正で

ございます。 

  それでは、補正予算書の７ページをお願いします。 

  ２款 諸収入、１項 貸付金元利収入、１目 住宅新築資金元利収入で１０万２，０００円

の増額。 

  同款、同項、２目 住宅改修資金元利収入４，０００円の減額。 

  同款、同項、３目 宅地取得資金元利収入１４万７，０００円の増額。 

  同款、同項として２４万５，０００円の増額補正、これは閉鎖にあたり実際の歳入額に近い

額を計上しております。 

  同款、２項 雑入、１目 雑入で７万５，０００円の減額。 

  同款、同項、２目 歳入欠かん補てん収入で２，５８０万４，０００円の減額。 

  同款、同項として２，５８７万９，０００円の減額補正。これは前年度の赤字等に補填する

ための財源としていましたが、実際には入ってくる予定のない予算でございますので、これを

減額し、３款 繰入金、１項 他会計繰入金、１目 一般会計繰入金で２，５６３万４，００

０円の増額補正をすることにより、補正予算額を０円とした財源更正を行うものでございます。 

  次に、補正予算書９ページの歳出については、補正予算はございません。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第１２号 令和２年度安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（補正第２号）に

ついて 



43 

 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和２年度安堵

町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（補正第２号）を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  それでは、補正予算書１ページをお願いします。 

 議案第１２号 令和２年度安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（補正第２号） 

  令和２年度安堵町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（補正第２号）は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第一表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次に、補正予算書２ページの、第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入の部。 

 ２款 諸収入、１項 貸付金元利収入、補正前の額２７万６，０００円、補正額２４万５，０

００円、計５２万１，０００円。 

 同款、２項 雑入、補正前の額２，５８７万９，０００円、補正額マイナス２，５８７万９，

０００円、計０円となります。 

 ３款 繰入金、１項 他会計繰入金、補正前の額０円、補正額２，５６３万４，０００円、計

２，５６３万４，０００円。 

 歳入合計 

  補正前の額２，６２０万９，０００円、補正額０円、計２，６２０万９，０００円とした財

源更正でございます。 

  以後のページにつきましては、割愛させていただきます。 

  御審議、御可決のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論は、ありませんか。 
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（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１２号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１２号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） ただいま、１２時４分です。 

  午後１時より再開したいと思います。 

 

 

 

休 憩（午後０時０４分） 

再 開（午後１時００分） 

 

 

 

議長（福井保夫） 引き続き、再開いたします。 

  日程第１９ 議案第１３号「令和２年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算

（補正第４号）について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

健康福祉課長（井上育久） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。井上健康福祉課長。 
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（井上健康福祉課長 登壇） 

 

健康福祉課長（井上育久） 改めまして、健康福祉課の井上でございます。よろしくお願いします。 

  議案第１３号「令和２年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第４号）

について」それでは説明させていただきます。 

  本補正につきましては、令和２年度市町村保険者機能強化推進交付金及び令和２年度市町村

介護保険保険者努力支援交付金の交付金が確定したため、歳入の財源更正を行うための補正で

ございます。 

  それでは、詳細につきまして補正予算書により説明させていただきます。補正予算書７ペー

ジをお願いします。 

  ２ 歳入の部。 

  １款 保険料、１項 介護保険料、１目 第１号被保険者保険料で、マイナスの３６２万５，

０００円の減額補正です。 

  ３款 国庫支出金、３項 介護保険制度運営推進費、１目 保険者機能強化推進交付金で１

６４万６，０００円、２目 介護保険保険者努力支援交付金で１９７万９，０００円の増額補

正です。 

  以上でございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第１３号 令和２年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第４号）

について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和２年度安堵

町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第４号）を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  補正予算書１ページをお願いいたします。 

 議案第１３号 令和２年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第４号） 

  令和２年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（補正第４号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次のページをお願いいたします。 
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（「もうよろしいです。」と呼ぶ者あり） 

 

健康福祉課長（井上育久 ） えっ。もうよろしいですか。 

 

（「もうわかりました。」と呼ぶ者あり） 

 

健康福祉課長（井上育久） 第１表 歳入歳出予算補正 

 歳入 

    補正額 三角の。 

  もうよろしい。 

 

（「よろしいです。」と呼ぶ者あり） 

 

健康福祉課長（井上育久） はい。わかりました。 

  次のページ以降の事項別明細書のつきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛さ

せていただきます。 

  以上でございます。 

  御審議、御可決のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１３号を採決します。 
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  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１３号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第２０ 議案第１４号「令和２年度安堵町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（補正第２号）について」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

住民課長（増田篤人） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。増田住民課長。 

 

（増田住民課長 登壇） 

 

住民課長（増田篤人） 住民課 増田でございます。議案第１４号「令和２年度安堵町後期高齢者医療

特別会計補正予算（補正第２号）」について説明させていただきます。 

  本補正につきましては、先ほどの国民健康保険と同様に、基盤安定事業により、基盤安定事

業は所得状況により軽減する制度でございますが、その減額になった額を一般会計から後期高

齢者医療特別会計に繰出しすることにより、後期高齢者医療の財政の基盤安定をはかる制度で

ございます。軽減措置が拡充されたこと及び料率改正により賦課額が増額したことに伴い一般

会計から繰入れる額が増額となったための補正予算でございます。 

  繰入れた額は同額を奈良県後期高齢者広域連合に納付させていただきます。さらに被保険者

より納付いただいた保険料を奈良県後期高齢者広域連合に納めておりますが、令和２年度保険

料の対象所得が見込みよりも増額し、当初予算では不足が生じることから併せて補正予算を計

上いたします。 

  それでは、詳細につきまして補正予算書により説明させていただきます。補正予算書９ペー

ジをお願いします。 
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  ３ 歳出 

  ２款 後期高齢者医療広域連合納付金、１項 後期高齢者医療広域連合納付金、１目 後期

高齢者医療広域連合納付金で１８７万３，０００円の増額。 

  この財源といたしまして、１ページ戻っていただきまして７ページをお願いいたします。 

  ２ 歳入 

  １款 後期高齢者医療保険料、１項 後期高齢者医療保険料、２目 普通徴収保険料で１５

０万円の増額。 

  ３款 繰入金、１項 他会計繰入金、１目 一般会計繰入金で３７万３，０００円の増額。 

  以上でございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。 

 議案第１４号 令和２年度安堵町後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２号）について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定に基づき、令和２年度安堵

町後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２号）を別紙のとおり提出する。 

  令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  補正予算書１ページをお願いいたします。 

 議案第１４号 令和２年度安堵町後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２号） 

  令和２年度安堵町後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１８７万３，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，００７万３，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算

の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

 第１表 歳入歳出予算補正 

 歳入 

 １款 後期高齢者医療保険料、１項 後期高齢者医療保険料、補正前の額７，６６８万９，０

００円、補正額１５０万円、計７，８１８万９，０００円。 

 ３款 繰入金、１項 他会計繰入金、補正前の額２，９５７万８，０００円、補正額３７万３，

０００円、計２，９９５万１，０００円。 

 歳入合計 

 補正前の額１億８２０万円、補正額１８７万３，０００円、計１億１，００７万３，０００円。 

  次のページをお願いいたします。 
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 歳出 

 ２款 後期高齢者医療広域連合納付金、１項 後期高齢者医療広域連合納付金、補正前の額１

億４０１万３，０００円、補正額１８７万３，０００円、計１億５８８万６，０００円。 

 歳出合計 

 補正前の額１億８２０万円、補正額１８７万３，０００円、計１億１，００７万３，０００円。 

  次のページ以降の事項別明細書につきましては、先ほどの説明と重複いたしますので割愛さ

せていただきます。 

  以上でございます。 

  御審議のうえ、御可決いただきますようお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１４号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１４号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  
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議長（福井保夫）日程第２１ 議案第１５号「奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数

の減少及び奈良県市町村総合事務組合規約の変更について」を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

総務課長（吉田裕一） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。吉田総務課長。 

 

（吉田総務課長 登壇） 

 

総務課長（吉田裕一） 総務課の吉田裕一でございます。よろしくお願いいたします。それでは、議

案第１５号につきまして御説明させていただきます。 

  議案第１５号 奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市

町村総合事務組合規約の変更について 

  本件は、退職手当支給等を共同処理しております奈良県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体のうち、令和３年３月３１日をもちまして、葛城広域行政事務組合が解散され、当組合

を組織する地方公共団体でなくなることに伴いまして、当組合を組織する地方公共団体の数が減

少することになります。 

  そのため、組合規約の一部を変更いたしたく、地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、

奈良県知事に許可を申請するに当たりまして、地方自治法第２９０条の規定によりこの案を提

出するものでございます。 

  それでは、議案書の中の新旧対照表１ページを御覧ください。 

  新旧対照表中、別表第１は、組合を組織する地方公共団体を掲げております。別表第１から、

葛城広域行政事務組合を削除しております。また、新旧対照表１ページから３ページにかけて

掲載しております、別表第２につきましては、共同処理する事務の区分に応じまして、組合市

町村を掲げております。別表第２から、葛城広域行政事務組合を削除しております。 

  なお、この規約の施行期日につきましては、奈良県知事の許可のあった日からといたします。 

  それでは、議案書を朗読させていただきます。 

 議案第１５号 奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び奈良県市町

村総合事務組合規約の変更について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、令和３年３月３１

日をもって奈良県市町村総合事務組合から葛城広域行政事務組合を脱退させることとし、奈良県

市町村総合事務組合規約を別紙のとおり変更することについて、同法第２９０条の規定に基づき、
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議会の議決を求める。 

  令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  なお、本文につきましては、先ほどの説明と重複いたしますのでご割愛させていただきます。 

  どうぞ御審議、御可決のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑は、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これより、討論を行います。 

  討論、ありませんか。 

 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 討論なしと認めます。 

  これより、議案第１５号を採決します。 

  この採決は、起立によって行います。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者 起立） 

 

議長（福井保夫） 起立、全員です。お座りください。 

  議案第１５号は、原案のとおり可決されました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第２２ 議案第１６号「令和３年度安堵町一般会計予算について」から日程

第２７ 議案第２１号「令和３年度安堵町水道事業会計予算について」までを一括議題としま

す。 

  ただいま議題としました６議案について、提案理由の説明を求めます。 
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総合政策課長（富井文枝） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。富井総合政策課長。 

 

総合政策課長（富井文枝） はい。 

 

（富井総合政策課長 登壇） 

 

総合政策課長（富井文枝） 総合政策課、富井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、議案第１６号から議案第２１号、令和３年度安堵町一般会計予算、及び特別会計

予算、並びに水道事業会計予算について、一括して御説明をさせていただきます。 

  本議案は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１１条第１項の規定に基づき、令和

３年度安堵町一般会計予算及び特別会計予算を議会に提出するものでございます。 

  はじめに、我が国経済の基調判断は、「先行きについては、感染拡大の防止策を講じる中で、

新型コロナウイルス感染症の感染対策と経済活動を両立し、雇用の確保、事業の継続を通じて

国民生活を守り、感染症によって明らかとなったデジタル化などの新たな目標について、金融

資本市場の変動等の影響を注視しながら、集中的な改革、必要な投資を行い、再び力強い経済

成長を実現する」としています。 

  本町においては、令和３年度安堵町一般会計予算は、次期総合計画・総合戦略の策定、新型

コロナウイルス感染症の感染対策、ワクチン接種の安全で迅速な実現、ごみの広域化の推進、

小中学校施設のＬＥＤ推進、学校給食費公会計化の取組、焼却施設解体等に伴う国の交付金の

活用や、より有効な地方債等の活用に努めたところでございます。 

  それでは、議案書を朗読いたします。予算書の１ページをお願いいたします。 

 議案第１６号 令和３年度安堵町一般会計予算 

  令和３年度安堵町一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３７億２，０００万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によ

る。 

 （債務負担行為） 

 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担すること

ができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 
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第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

 （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、６億

円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を

流用することができる場合は、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に

過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用とする。 

  令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 

  次に特別会計予算でございます。予算書１３３ページをお願いいたします。 

 議案第１７号 令和３年度安堵町国民健康保険特別会計予算 

  第１条のみ朗読させていただきます。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億９，９２０万円と定める。 

  次に、予算書１６１ページをお願いいたします。 

 議案第１８号 令和３年度安堵町下水道事業特別会計予算 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億２４２万８，０００円と定める。 

  次に、予算書１８１ページをお願いいたします。 

 議案第１９号 令和３年度安堵町介護保険特別会計（保険事業勘定）予算 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億７，３８３万７，０００円と定める。 

  次に、予算書２１５ページをお願いいたします。 

 議案第２０号 令和３年度安堵町後期高齢者医療特別会計予算 

 令和３年度安堵町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１，１９０万円と定める。 

  最後に、 

 議案第２１号 令和２年度安堵町水道事業会計予算について 

 地方公営企業法(昭和２７年法律第２９２号)第２４条第２項の規定に基づき、令和３年度安堵

町水道事業会計予算を別紙のとおり提出する。 

 令和３年３月２日提出、安堵町長 西本安博。 
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  予算書１ページをお開きください。 

 （収支的収入及び支出） 

 第３条 収支的収入及び支出の予算額は次のとおりと定める。 

  支出 

 第１款 水道事業費用１億８，２２０万９，０００円。 

  次のページ、２ページをお願いします。 

 （資本的収入及び支出） 

 第４条 資本的収入及び支出の予算額は次のとおりと定める。 

  支出 

 第１款 資本的支出４，５７９万円  

  水道事業会計を除く、一般会計及び特別会計を合わせました予算総額は５９億７３６万５，

０００円で前年度より２，８６７万１，０００円、０．５％の増でございました。 

  以上、令和３年度安堵町一般会計予算及び特別会計予算並びに水道事業会計予算でございま

す。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（福井保夫） これより一括して、質疑を行います。 

  質疑、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  議案第１６号につきましては、議長を除く７名の委員で構成する一般会計予算審査特別委員

会を設置し、これに付託したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 異議なしと認めます。 

  よって議案第１６号は、議長を除く７名の委員で構成する一般会計予算審査特別委員会を設

置し、これに付託して審査することに決定しました。 
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 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

  次に、議案第１７号から議案第２１号までの５議案については、議長を除く７名の委員で構

成する特別会計等予算審査特別委員会を設置し、これに付託したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 異議なしと認めます。 

  よって議案第１７号から議案第２１号までの５議案については、議長を除く７名の委員で構

成する特別会計等予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） ただいま設置されました各予算審査特別委員会の正副委員長の互選を行いますの

で、暫時休憩いたします。 

 

 

 

休 憩（午後１時２４分） 

再 開（午後１時２５分） 

 

 

 

議長（福井保夫） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

  先ほど設置された、予算審査特別委員会の正副委員長を申し上げます。 

  一般会計予算審査特別委員会委員長 森田瞳議員、副委員長 松田勝議員。 

  特別会計等予算審査特別委員会委員長 三浦博議員、副委員長 山岡敏議員。 

  以上です。よろしくお願いします。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 日程第２８ 報告第２号「令和３年度安堵町土地開発公社予算の報告について」
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を議題とします。 

  本案について、説明を求めます。 

 

建設課長（池田佳永） はい、議長。 

 

議長（福井保夫） はい。池田建設課長。 

 

（池田建設課長 登壇） 

 

建設課長（池田佳永） 建設課の池田でございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、報告第２号「令和３年度安堵町土地開発公社予算の報告について」を御説明いた

します。 

  予算書の１ページ目をお願いいたします。 

  令和３年度安堵町土地開発公社の事業計画、公有地売却事業といたしまして、東安堵小集落

地区事業用地を１，８００万５，０００円で、町への売却を予定としております。 

  次に２ページ目をお願いいたします。 

  公有地取得事業、令和３年度におきましては予定はございません。 

  続きまして、予算につきまして御説明いたします。 

  ３ページ目をお願いいたします。 

  第２条 収益的収入は１，８００万６，０００円であり、収益的支出は１，８００万５，０

００円でございます。差額の１，０００円につきましては、受取利息でございます。 

  第３条 資本的収入といたしまして３８万円、町からの利子補給金でございます。 

  次に、資本的支出でございますが１，５７１万７，０００円でございます。 

  ４ページ目をお願いいたします。 

  第４条の借入金でございますが、その限度額を１，５４０万円とさせていただいております。 

  次のページ以降につきましては、ただいまの説明と重複いたしますので割愛させていただき

ます。 

  それでは、報告書を朗読させていただきます。 

 報告第２号 令和３年度安堵町土地開発公社予算の報告について 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定に基づき、令和３年度

安堵町土地開発公社の予算を別紙のとおり報告する。 

 令和３年３月２日報告、安堵町長 西本安博。 

  以上、報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
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議長（福井保夫） これより、質疑を行います。 

  質疑、ありませんか。 

 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（福井保夫） 質疑なしと認めます。 

  これで、報告第２号を終結します。 

 

 -----------------------------------------------------------------------------------------  

 

議長（福井保夫） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  次の本会議は、３月３日、午前１０時開会です。一般質問を予定しています。 

  本日は、これで散会します。 

  どうもありがとうございました。 

 

 

 

散 会 

午後１時２９分 

 

 

 

  



58 

 

 


